
 平成 27年 5月 23日（土）、東京ベイ幕張にて「看護の日」のイベントが開催され、その中で千葉県看

護功労者表彰の授与が行われました。 

 そこで、当センターの石原照子看護部長が、永年にわたり看護業務に精励し、千葉県の医療等の向上

に係る功績が認められ、千葉県看護功労者表彰を受けました。 

 

 

東千葉メディカルセンター 看護部長 石原 照子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※看護の日…近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちなみ、5 月 12 日に制定され

ました。1965年から、国際看護師協会(本部:ジュネーブ)は、この日を「国際看護師の日」に定めていま

す。 

 この前後を看護週間として、全国各地で様々な行事や功労者表彰を行っています。 

 

 

 

「この度、千葉県看護功労者表彰を頂きました。 

看護師として、40 年近くが経過します。多く

の先輩、同僚、後輩の皆さん、そして家族の支え

があったからこそ仕事を続けて来られたのだと

思います。忘れてならないのは、患者さんからい

ただいた感謝の言葉や暖かい励ましです。表彰に

際し、人は一人では生きられないのだという思い

を一層強くいたしました。皆様に深く感謝いたし

ます。 

東千葉メディカルセンターは開院 2 年目とな

り、地域の皆様の期待に応えられますよう職員一

同頑張っています。私も初心を忘れず、これから

も心のこもった質の高い看護を提供できるよう、

努力していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからも心のこもった質の高い看護を提供で

きるように、初心を忘れずに努力していきます」 


